
文化部活動方針 
千葉県立船橋北高等学校 
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○ 学校教育目標 

・自身と社会に誠実に向き合い、知性を高め心身を鍛練し、人間力を培い、船北生としての誇りをもっ

て行動する生徒の育成を図る。 

○ 指導目標値 

・すべての部活動において、生徒の考える力を涵養し、創部史上最高位を目指す。 

○ 具体的な教育活動 

・部活動を育成・充実・強化し、部活動加入率を高め、達成感のある部活動運営に努める。 

〇 文化部活動の意義 

・芸術文化活動等の楽しさや喜びを味わい、生徒が生涯にわたって芸術文化等の活動に親しむ基礎を形

成する。 

・芸術教科、理科、社会等の教育課程内の指導で身に付けたものを発展、充実させたり、活用させたり

するとともに、文化部活動の成果を学校の教育活動全体で生かす機会となる。 

・自主性、協調性、責任感、連帯感などを育成し、活動を通して、自己肯定感や達成感、満足感を得る

ことができる。 

・学級や学年等を越えた交流の中で、好ましい人間関係の構築を図ることができる。 
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○ 適切な指導 

・生涯にわたって芸術文化等に親しむ基礎を培うことができるよう、生徒とのコミュニケーションを十

分に図り、生徒がバーンアウトすることなく活動を続けていけるよう留意する。 

・自主性・自立性を尊重した指導、豊かな心・創造性の涵養を目指した指導の充実に努める。 

・短時間で効果が得られる合理的でかつ効率的な指導を行うよう努める。 

・生徒の心身の健康管理や事故防止には万全を尽くすとともに、体罰・ハラスメント等は根絶する。 

○ 適切な活動時間 

・部活動の特性を考慮し、適切な指導を行なうため、練習時間と休養日等を「持続可能で充実した文化

部活動のためのガイドライン」に沿って設定する。 

○ 事故防止 

・日々の安全指導、施設・設備の安全点検、生徒の健康管理や熱中症などの防止、ＡＥＤ等の救命講習

への生徒・顧問の積極的な参加を行なう。 

○ その他 

・部員の保護者との連携を図るため、連絡は密に取る。 

・地域に貢献と異校種交流の取り組みを積極的に行なう。 

・他校合同チームを組む場合にも、本方針を遵守する。 

・集めたお金に関しては、管理を徹底し、必ず会計報告をする。 

・年間活動計画・月間活動計画と活動実績簿は、月末に校長へ必ず提出する。 

 


